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記
念
誌
発
行
に
際
し
、
乞
わ
れ
る
ま

ゝ
に
拙
文
を
寄
せ
る
事
に
な
り
ま
し
た

が
、
種
々
不
完
全

の
点

お
許
し
下
さ

い
。い

　

「
吉
祥
院
」
の
地
名
の
起
源

桓
武
天
皇
が
延
暦
十
三
年
（
七
九
四
）

都
を
平
城
京
よ
り
長
岡
を
経
て
、
平
安

京

（
京
都
）
に
遷
さ
れ
た
時
、
菅
公
の

曽
祖
父
古

人

（
学
者
）
、
祖
父
清

公

（
政
治
家
）
等
供
奉
し
来
り
、
帝
よ
り

大
内
一異
に
近
い
南
西
に
広
大
な
地
を
賜

り
、
大
和
の

「
菅
原
の
庄
」
よ
り
六
ツ

田
家

（
姓
に
日
の
つ
く
六
家
）
始
め

一

族
郎
党
と
共
に
移
り
住
む
こ
と
に
な
っ

た
。
当
時
は
未
開
発
で
桂
川
の
下
流
域

に
在
る
た
め
水
害
の
機
会
も
多
く
、
地

名
も

「
石
原
の
庄
」

「
石
原
郷
」
と
呼

び
、
上
、
中
、
下
に
分
け
ら
れ
、
中
石

原
を

「
白
井
の
庄
」
と
も
云
っ
た
。
菅

原
家
は
、
こ
の
概
ね
中
央
部
に
当
る
所

に
本
邸
を
構
え
、　
一
族
そ
れ
ぞ
れ
小
高

い
所
に
分
散
居
住
し
、
東
條
、
西
條
、

南
條
、
北
條
の
四
地
域
に
分
け
、
先
住

人
と
共
に
、
主
に
農
業
を
営
ん
だ
。
吉

祥
院
に

「
石
原
」
及
び

「
田
」
の
つ
く

姓
の
割
合
に
多
い
の
は
こ
の
故
で
、
血

縁
に
無
関
係
の
場
合
も
あ
る
。

延
暦
二
十
二
年

（
八
〇
四
）
七
月
、

清
公
卿
が
遣
唐
使
と
し
て
渡
唐
の
際
海

難
に
遭
遇
し
、
同
船
の
伝
教
大
師
と
共

に

「
吉
祥
天
女
」
に
平
安
を
祈
ら
れ
、

無
事
帰
朝
後
加
護
を
謝
し
、
吉
祥
天
女

の
尊
像

（
現
存
）
を
自
ら
刻
み
、
大
師

と
議
り
、
大
同
三
年

（
八
〇
八
）
本
邸

内
に

一
堂
を
建
立
安
置
し
て
、　
コ
［祥

院
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
後
、
菅
原
家
を

「
吉
祥
院
様
」
と
通
称
す
る
よ
う
に
な

り
、
地
名
も
い
つ
し
か
吉
祥
院
郷
等
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
村
名
の

起
源
で
、
尚
古
記
録
に
、
石
原
郷
、
石

原
邑
、
菅
原
郷
、
菅
原
院
邑
、
吉
祥
院

邑
等
の
名
で
も
出
て
来
る
。

み
ち
ぎ
ね

国
　
当
地
と
菅
原
道
具
公

是
善
卿

（
父
）
は
、
邸
内
に
文
書
院

聖
堂

（
学
問
所
）
を
設
け
、
朝
廷
出
仕

の
傍
ら
子
弟
を
教
育
さ
れ
た
。

（
学
校

の
草
分

け
か
）
菅
公
は
承
和
十
二
年

（
八
二
五
）
六
月
二
十
五
日
に
誕
生
、

此
の
地
で
学
問
に
励
ま
れ
、
十
八
才
で

文
章
生

（
上
級
官
吏
登
用
試
験
相
当
）

に
合
格
後
は
、
御
所
仕
え
の
都
合
で
上

屋
敷

（
後
の
紅
梅
殿
）
に
移
住
さ
れ
た

が
、
三
十
六
才
の
時
父
君
が
死
去
せ
ら

れ
た

の
で
以
後
は
当
地

よ
り
通
わ
れ

た
。当

時
御
愛
用
の

「
牛
の
鞍
」
は
、
神

社
の
宝
物
と
し
て
遺
り
、
現
在
東
京
国

立
博
物
館
に
委
託
鄭
重
に
保
管
中
で
、

同
類
の
も
の
は
我
国
で
二
鞍
有
る
の
み

と
聞
く
。
寛
平
六
年

（
八
九
四
）
九
月

二
十
五
日
に
、
五
十
歳
の
賀
を
当
地
で

行
わ
れ
た
こ
と
は
有
名
で
、
菅
公
在
世

中
の
特
筆
す
べ
き
盛
大
行
事

で
あ
っ

ンに
。醍

醐
天
皇
延
喜
元
年
正
月
二
十
五
日

太
宰
権
師
に
左
遷
が
決
り
、
桂
川
西
岸

古
川

（
今
の
久
我
）
よ
り
乗
船
西
下
せ

ら
れ
た
が
、
其
の
節
当
地
に
残
さ
れ
た

夫
人

に

「
君
が
住
む
宿

の
梢
の
行
々

も
、
か
く
る
ゝ
ま
で
に
か

へ
り
見
し
は

や
」
と
詠
ま
れ
た
の
で
、
後

に
別
名

「
み
か
た
り
の
森
」
と
も
云
っ
た
。
残

念
な
が
ら
千
年
に
余
る
老
樹
や
其
他
大

木
も
昭
和
九
年
の
室
戸
台
風
で
殆
ん
ど

倒
れ
、
今
は
昔
の
面
影
が
全
く
無
い
。

延
喜
三
年

（
九
〇
三
）
二
月
二
十
五

日
に
五
十
八
歳
で
莞
去
、
太
宰
府
安
楽

寺
に
葬
ら
れ
た
が
、
其
後
京
は
荒
れ
、

災
厄
多
い
た
め
、
日
蔵
上
人
笙
の
岩
屋

に
こ
も
り
、
天
神
よ
り

「
若
し
人
我
形

を
作
り
、
我
名
を
唱
え
て
尊
重
せ
ば
其

人
を
護
ら
ん
」
と
の
神
託
を
受
け
、
朱

雀
天
皇
に
奏
上
し
、
菅
公
歿
後
二
十

一

年
目
の
承
平
四
年

（
九
二
四
）
に
、
本

邸
内
に
社
殿
を
建
立
、
御
幼
少
像
を
刻

み
、
天
満
官
と
し
て
勅
杞
さ
れ
た
の
が

神
社
の
創
り
で
あ
る
。
後
、
菅
家
領
の

大
部
分
の
神
領
と
し
、
秀
吉
と
争
い
奪

わ
れ
る
ま
で
続
い
た
。
当
時
迄
菅
原
家

を
長
に
六
ツ
田
家

（
安
田
、
神
田
、
福

田
、
奥
田
、
岩
田
、
寺
田
）
及
簸
田
、

石
原
、
恩
田
家
等
が
神
明
に
奉
仕
し
て

い
た
。
現
在
も

「
天
満
宮
」
が
本
名
で

「
吉
祥
院
天
満
官
」
は
通
称
で
あ
る
。

尚
二
十
五
日
は
菅
公
と
縁
り
深
い
日
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

日
　
史
跡
、
町
名
等
に
つ
い
て

過
去
の
歴
史
に
繋
る
史
跡
、
町
名
、

地
名
等
数
多
く
有
り
ま
す
が
、
紙
面
の

都
合
で
省
略

し

一
部
記
述

に
止

め
ま

す
。

日

「
天
神
川
」
上
流
を
紙
屋
川
、
吉
祥

定

　

和
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院
領
に
入

っ
て
天
神
川
、
昔
は
水
清
く

臣

一
政
所
町
」
菅
公
夫
人

「
北
政
所
」
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方

今

の
室

戸
台

般

て
ア

ん

ど

臣

一
天
料
川
」
上
流

を
組

屋
川
．
古
群

院
領
に
入

っ
て
天
神
川
、
昔
は
水
清
く

豊
富
で
、
魚
貝
類
数
多
住
み
、
漁
師
舟

も
浮
ん
で
い
た
。
近
年
に
な
っ
て
西
高

瀬
川
と
変
名
さ
れ
た
の
は
歴
史
無
視
で

惜
し
い
。

回

「
御
幸
橋
」
鳥
羽
帝
が
行
幸
の
瑚
又

勅
使
参
向
の
際
渡
ら
れ
た
正
面
橋
跡
。

日

「
六
田
の
杜
」
或
は
翌
日
き
ヽ
の
杜
」

菅
公
に
秋
の
虫
の
音
を
聞
い
て
貰
う
た

め
に
六
田
家
等
が
虫
を
集
め
来
り
放

っ

た
地
の
遺
跡
で
、
神
社
東
方
約
百
米
の

所
。

回

「
硯
の
井
」
跡
、
神
社
よ
り
東
約
三

百
米
の
所
に
在
る
。

（
説
明
は
過
去
に
　
　
一●
一

記
述
済
）
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
●
一

日

「
鑑
の
井
」
跡
、
境
内
に
在
り
、
菅
　
　
●
一

降鯵］̈
鰤ど経議好
「さ帥諄科」・戸″　　一琥

文
の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。

（
宝
暦
四
　
　
一■
一

年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一●
一

回

「
古
人
郷
墓
所
」
神
社
よ
り
約
六
百
　
　
．●
一

米
南
西
に
在
り
、
菅
原
墓
と
も
云
い
使
　
　
一■
一

用
中
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
一

一口

「
清
公
郷
墓
所
」
跡
、
神
社
よ
り
南
　
　
絋

東
方
約
五
百
米
の
所
に
小
面
積
で
残
　
　
一■

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
一一■
一

，ヽ　
　
　
　
　
　
　
　
一・一一一一一一一一一一一一一一一

日

「
是
善
郷
墓
碑
」
神
社
よ
り
約
二
百
　
　
一一●
一

米
南
の
香
泉
寺
庭
内
に
遺
る
。　
　
　
　
　
●
一

日

「
政
所
町
」
菅
公
夫
人

「
北
政
所
」

が
居
住
せ
ら
れ
た
土
地
縁
に
よ
る
。

日

「
御
池
町
」
邸
内
北
寄

に
大
池

あ

り
、
後
に
御
池
跡
と
呼
ん
だ
地
名
か
ら

出
た
。

以
上
で

一
応
終
り
ま
す
が
、
尚
江
戸

時
代
か
ら
明
治
年
間
迄
、
現
吉
祥
院
学

区
内
で
の
小
村
分
立
、
合
併
統
合
等
の

歴
史
、
町
名
地
名
の
発
祥
等
研
究
に
価

す
る
も
の
数
多
く
有
る
こ
と
を
追
記
し

諸
賢
の
調
査
を
期
待
し
ま
す
。
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人
に
父
母
あ
り
家
に
祖
先
が
あ
っ
て

そ
の
起
原
を
な
す
よ
う
に
、
街
町
ま
た

起
原
の
な
い
事
が
あ
ろ
う
か
。
こ
ゝ
に

吉
祥
院
百
年
に
際
し
て
、
往
昔
よ
り
今

日
迄
、
続
い
て
来
た
吉
祥
院
を
、
今
振

か
え
っ
て
如
何
な
る
発
展
の
事
柄
を
た

ど

っ
て
来
た
か
、
藪
に
知
り
得
た
小
さ

な
範
囲
に
於
い
て
、
そ
の
沿
革
を
記
述

し
て
御
高
覧
に
そ
え
る
事
と
し
た
。
然

し
こ
れ
を
史
実
に
求
め
る
も
、
そ
の
記

録
す
る
所
甚
だ
少
な
く
、
た
ま
′
ヽ
こ

れ
を
得

る
も
確
実

な
も
の
又
稀
で
あ

る
。
更
に
伝
説
に
求
め
る
も
、
区
々
枝

葉
に
流
れ
、
其
の
根
拠
薄
弱
に
し
て
史

料
の
参
考
と
な
る
も
の
少
な
い
。
し
か

し
求
め
て
得
ざ
る
な
く
た
ず
ね
て
知
れ

ぎ
る
の
如
く
、
よ
う
や
く

一
部
の
稿
を

草
す

る
に
至
っ
た
。
私
達

の
街
吉
祥

院
、
そ
の
百
年
を
た
ず
ね
よ
う
と
す
れ

ば
、
村
を
郡
を
さ
ら
に
山
城
の
さ
ら
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
遠
く
平
安
の
音
を
た
ず

ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
居
を
京
都
に
桓
武
天
皇

東
京
を
新
居
に
明
治
天
皇

最
初
に
地
名
起
源
の
項
に
記
し
た
よ

う
に
平
安
京
を
造
ら
れ
た
桓
武
天
皇
は

何
と
い
っ
て
も
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
あ

る
が
、

つ
ゞ
い
て
平
清
盛
。
応
仁
、
文

明
の
乱
で
京
都
を
荒
廃
さ
せ
て
し
ま
っ

た
三
羽
鳥
が
足
利
義
政
、
細
川
勝
元
、

山
名
宗
企
で
前
後
十

一
年
間
に
わ
た
ろ

市
街
戦
で
京
都
を
全
滅
さ
せ
て
し
ま

っ

た
が
、
今
に
残
る
は
西
陣
と
い
う
織
物

の
産
地
の
名
前
と
銀
閣
寺
位
の
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
の
次
登
場
す
る
の
が
織

田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
江
戸
幕
府
の
祖

徳
川
家
康
、
最
後
の
将
軍
慶
喜
公
で
、

慶
喜
公
と
か
ら
ま
り
な
が
ら
京
都
に
き

よ
な
ら
と
東
京

へ
去
ら
れ
た
の
が
明
治

Ｔ
〈
白
工
、̈

，の
０́
。

さ
ら
に
南
朝
北
朝
時
代
の
後
醍
醐
天

皇
や
、
悪
人
に
さ
れ
た
り
忠
臣
に
な
っ

た
り
の
足
利
尊
氏
や
、
あ
っ
と
い
う
ま

に
平
家
を
打
ち
破

っ
て
京
都
を
手
に
入

れ
た
木
曽
義
仲

（
源
義
仲
）
や
、
さ
ら

に
源
頼
朝
、
義
経
の
兄
弟
も
京
都
に
と

っ
て
は
無
視
す
る
事
の
出
来
な
い
人
物

が
調
べ
る
程
に
い
く
ら
で
も
現
わ
れ
て

く
る
の
で
あ
る
。

桓
武

天
皇

平
安
遷
都

以
前

平
安
京
の
出
来
る
迄
の
京
都
は
ど
ん

な
に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
好
奇
心

は
止
め
ど
も
な
く
、
平
安
京
の
さ
ら
に

昔
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
ま
で
も
知
り
た
く

な
っ
て
く
る
。
日
本
の
歴
史

（
中
央
公

論
）
や
林
屋
辰
三
郎
先
生
の

「
京
都
」

（
岩
波
新
書
）
を
見
る
と
、
賀
茂
川
と

一呂
野
川
が
合
流
す
る
地
点
は
ど
う
も
吉

祥
院
辺
り
の
よ
う
で
あ
る
。
何
万
年
か

前
に
は
京
都
付
近
は
断
層
に
よ
っ
て
陥

没
し
た
湖
底
で
あ
っ
た
と
い
う
。

平
安
京

の
大

土
木

工
事

平
安
京
は
御
承
知
の
如
く
延
暦
十
二

年
に
長
岡
京
か
ら
都
を
う
つ
さ
れ
た
の

だ
が
、
そ
の
時
の
都
市
計
画
で
は
南
北

に
通

っ
た
朱
雀
大
路

（
今
の
山
陰
線
）

の
東
が
左
京
で
、
西
が
右
京
と
な
り
、

南
の
端
に
は
羅
城
門

（
九
条
通
）
が
あ

り
朱
雀
大
路
巾

八

・
五
米

で
両
側

に

柳
、
桜
を
ま
ぜ
て
北

へ
上
が

っ
て
二
条
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京都市に都が うつ されるまでの賀茂川と高野り||の 流れ

で
突
き
当
る
と
そ
こ
に
朱
雀
門
が
あ
っ

吉
祥
院
は
紀
伊
郡
の
西
北
端
に
位
置

地
三
河
守
の
領
地
で
あ
っ
て
、
居
城
の

+
口|:

祥 ・

院

百

年

そ

の

沿

革



に
平
家

を
詢

ち
職

‘
て
涼

計

を
手

に
入

で
突
き
当
る
と
そ
こ
に
朱
雀
門
が
あ
っ

て

い
て

い
り

て
、
そ
れ
が
大
内
裏

つ
ま
り
御
所
で
あ

′一
。平

安
京
全
体
の
広
さ
は
南
北
五
千
三

百
米
、
東
西
四
千
六
百
米
で
大
内
裏
の

広
さ
は
南
北
千
八
百
米
、
東
西
千
四
百

五
十
米
の
堂
々
た
る
帝
の
都
が
造
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
平
安

京
の
左
京
の
殆
ん
ど
ど
真
中
を
南
北
に

賀
茂
川
が
流
れ
て
い
る
の
で
は
ま
こ
と

に
不
自
由
な
の
で
上
賀
茂
の
あ
た
り
で

川
の
流
れ
を
東

へ
切
換

へ
る
大
土
木
工

事
が
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
上
賀

茂
か
ら
東

へ
流
れ
を
変
え
た
賀
茂
川
は

今
の
出
町
柳
で
高
野
川
と
合
流
し
て
現

在
の
所
を
流
れ
る
鴨
川
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

つ
い
で
な
が
ら
葵
祭
で
有
名
な
上
賀

茂
を
流

れ
て
い
る
間

は
賀
茂
川

で
あ

り
、
下
鴨
を
過
ぎ
る
と
鴨
川
と
な
る
の

で
あ
る
。

こ
の
工
事
は
桓
武
天
皇
平
安
京
ご
造

成
の
都
市
計
画
の

一
環
と
し
て
行
な
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
千
年
余
今

の
京
都
の
基
礎
が
こ
の
時
出
来
た
の
で

あ
る
。

（
格
致
百
年
史
）

豊

臣
秀
吉

全
国

の
地

租
を

検

地
　
山

城

の
紀
伊
郡

人
正
十
七
年
、
豊
臣
秀
吉
全
国
の
田

租
地
を
検
す
る
に
及
び
米
穀
を
以

っ
て

こ
れ
を
算
し
、
石
高
と
称
し
た
。
天
正

年
間

「
山
城
」
の
石
高
は
、
廿
二
万
九

千
五
百
石
余
に
し
て
こ
れ
を
八
郡
に
分

ち
石
高
左
の
通
り
で
あ
る
。

守
治
　
一
一万
四
千
七
百
三
十
石
余

久
世
　
一
一万
二
千
三
百
九
十
石
余

緯
喜
　
一
一万
八
千
六
百
六
十
石
余

相
楽
　
一二
万
七
千
五
百
九
十
石
余

乙
訓
　
一
一万
五
千
八
百
五
十
石
余

愛
宕
　
一
一万
六
千
四
百
九
十
石
余

葛
野
　
一二
万
九
千
四
十
石
余

紀
伊
　
一
一万
四
千
七
百
三
十
石
余

紀
伊
郡

は
、

伏
見
、

柳
原

の
ニ
カ

町
、
堀
内
、
向
島
、
深
草
、
東
九
条
、

占
祥
院
、
上
鳥
羽
、
下
鳥
羽
、
竹
田
、

横
大
路
、
納
所
の
十
力
村
を
管
轄
し
、

戸
数

一
万
三
千
二
百
七
十
八
、
人
口
七

万
八
百
九
十
八
人
を
有
し
た
。

京
都
府

紀
伊
郡
吉

祥
院

村

吉
祥
院
は
紀
伊
郡
の
西
北
端
に
位
置

し
、
東
は
葛
野
郡
七
条
村
並
に
紀
伊
郡

上
鳥
羽
村
に
接
し
、
西
は
桂
川
を
隔
て

ヽ
葛
野
郡
川
岡
村
、
乙
訓
郡
久
世
村
に

対
し
、
南
は
上
鳥
羽
村
字
塔
の
森
、
北

は
葛
野
郡
京
極
村
に
接
し
て
東
西
十
四

丁
南
北
三
十
三
丁
、
戸
数
四
百
三
十
、

人
口
二
千
四
百
六
十
四
、
村
役
場
小
学

校
は
小
字
船
戸
に
あ
っ
た
。

東
海
道
線
路
は
吉
祥
院
の
東
よ
り
西

に
貫
通
し
、
西
国
街
道
は
東
よ
り
西
に

通
過
し
本
村
を
三
分
し
て
い
る
。
桂
川

は
西
部
を
南
流
し
て
村
界
を
画
し
、
天

神
川
は
東
部
を
流
れ
て
灌
漑
に
便
が
あ

る
。
田
三
百
六
十
三
丁
、
畑
十
六
丁
八

反
、
村
民
の
生
業
は
農
を
主
と
し
、
稲

作
疏
菜
栽
培
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、

本
村
に
於
け
る
耕
地
面
積
の
広
き
こ
と

は
郡
内
第

一
に
し
て
土
地
肥
沃
な
り
と

い
え
ど
も
再
々
桂
川
の
洪
水
の
為
水
害

を
被
る
事
甚
だ
し
か
っ
た
。

徳
川
氏
執
政
中
は
京
都
東
、
西
町
奉

行
の
支
配
に
属
し
た
が
、
明
治
四
年
廃

藩
置
県
と
共
に
京
都
府
の
管
轄
と
な
り

紀
伊
郡
第
四
区
と
な
る
。

西
中
村
は
、
明
治
七
年
五
月
西
の
庄

村
と
中
川
原
村
が
合
併
し
て
西
中
村
と

称
す
る
に
至

っ
た
。
文
禄
の
頃
に
は
福

地
三
河
守
の
領
地
で
あ
っ
て
、
居
城
の

地
で
あ
っ
た
と
い
う
。
現
に
中
の
門
、

西
の
門
、
馬
場
等
の
名
称
を
遺
す
。

石
嶋
村
は
、
明
治
七
年

五
月
、
石

原
、
嶋
の
両
村
合
併
し
て
石
嶋
村
と
改

称
し
た
。

新
田
村
、
正
徳
元
年

一
月
、
京
都
所

司
代
板
倉
防
州
守
の
命
を
受
け
て
、
吉

祥
院
の
住
人
九
兵
衛
外
五
名
等
が
、
協

力
し
て
、
桂
川
の
流
域
の

一
部
を
開
拓

し
、
耕
地
十
数
丁
を
得
て
吉
祥
院
村
字

向
川
原
と
称
し
た
。
こ
れ
新
田
村
の
は

じ
ま
り
で
あ
っ
て
、
享
保
六
年
に
制
札

下
附
せ
ら
れ
新
田
村
と
し
て
独
立
す
る

に
至

っ
た
。
俗
に
世
間
で
は
こ
れ
を
鳥

羽
新
田
に
対
し
て
吉
祥
院
新
田
と
呼
ん

だ
。
石
高
百
八
石
、
か
く
し
て
百
数
十

年
間
独
立
し
て
い
た
が
、
明
治
七
年
に

吉
祥
院
村
に
合
併
し
た
。

明
治
十

二
年
西
中
、
石
嶋
、
上
鳥

羽
、
塔
の
森
と
五
村
連
合
役
場
を
設
け

た
が
そ
の
後
再
々
改
廃
さ
れ
、
十
七
年

七
月
西
中
、
石
嶋
と
二
村
連
合
役
場
と

な
り
、
廿
二
年
町
村
制
発
布
せ
ら
れ
そ

の
施
行
に
よ
り
三
村
合
併
し
て
、
吉
祥

院
村
と
改
称
し
、
村
役
場
を
吉
祥
院
村

字
船
戸
に
置
き
村
長
を
選
し
て
、
昭
和

六
年
二
月
ま
で
村
長
為
政
の
下
に
四
十
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二
年
間
を
経
過
し
た
の
で
あ
る
。
二
月

汁

一
日
そ
の
村
制
を
廃
し
、
四
月

一
日

よ
り
京
都
市
に
編
入
せ
ら
れ
た
の
で
あ

フ０
。京

都
市

編
入

の
動
機

本
村
は
京
都
市
の
西
南
の
地
に
位
し

地
勢
平
担
に
し
て
市
と
背
中
合
せ
に
近

接
し
、
運
輸
の
便
に
富
み
最
も
恰
好
の

工
業
地
域
で
あ
る
。
先
に
奥
村
電
機
商

会
、

（
今

の
日
本
電
池
附
近
）
桂
川

染
工
株
式
会
社

（
今
の
日
本
繊
維
の
場

所
）
等
の
工
場
の
設
立
あ
り
て
以
来
、

漸
時

工
場

の
移
転

し
来

た
る
も
の
多

く
、
殊
に
区
画
整
理
完
成
、
市
営
電
車

敷
設

（
九
条
通
、
西
大
路
通
の
事
）
の

暁
き
は
工
業
地
又
は
商
業
地
、
住
宅
地

と
し
て
急
激
な
る
発
展
を
遂
ぐ
べ
く
は

予
想
す
る
に
難
か
ら
ぎ
る
所
で
あ
る
。

弦
に
す
み
や
か
に
京
都
市
と
合
併
し

て
今
よ
り
道
路
そ
の
他
の
計
画
を
樹
立

し
、
以

っ
て
将
来
に
備

へ
、
社
会
的
施

設
等
、
都
市
的
設
備
の
完
成
を
期
す
る

は
時
勢

に
順
応
す
る
所
以

で
あ
っ
て

市
、
村
住
民
の
福
利
を
増
進
す
る
に
至

る
も
の
で
あ
る
。　
一
面
、
貧
弱
な
る
弾

力
性
な
き
村
財
政
を
以

っ
て
し
て
は
学

校
、
道
路
、
下
水
、
其
の
他
交
通
、
衛

生
消
防
等
の
施
設
経
営
等
の
充
実
完
備

は
到
底
不
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

故
に
本
村
は
姦
に
於
い
て
、
か
ね
て
よ

う
京
都
市
に
合
併
の
希
望
を
有
し
、
合

併
の
利
害
得
失
等
に
つ
き
、
各
地
の
視

察
調
査
を
怠
ら
ず
、
村
当
局
に
於
い
て

合
併
を
利
と
す
る
に
意
見
の

一
致
を
見

る
に
至
り
か
っ
て
こ
れ
が
促
進

を
知

事
、
市
長
に
陳
情
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た

が
、
愈
々
時
期
到
来
し
昭
和
六
年
四
月

一
日
、
即
ち
本
府
二
部
経
済
制
度
の
撤

廃
せ
ら
れ
た
る
と
同
時
に
、　
一
市
三
町

二
十
三
カ
村
と
共
に
京
都
市
に
編
入
さ

る
ゝ
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
に
於

て
戸
数
千
三
百
、
人
口
五
千
六
百
を
超

ゆ
る
に
至
れ
り
。　
２
口祥
院
村
公
報
）

菅
家
譜
代

の
領
地

吉
祥
院
は
、
さ
き
に
地
名
起
源
の
項

で
述
べ
た
如
く
、
菅
原
清
公
卿
が
領
有

せ
ら
れ
て
か
ら
菅
原
家
譜
代
の
領
地
と

し
て
総
て
菅
家
の
配
下
に
あ
っ
た
事
は

疑
う
余
地
も
な
く
、
菅
公
筑
柴
に
左
遷

の
後
は
、
吉
祥
院

（
前
述
）
及
び
天
満

宮
の
社
領
と
な
り
し
が
、
同
宮
司
は
菅

家
の
後
裔
世
襲
奉
仕
し
つ
ヽ
あ
る
。

信

長

の
没
収
、
秀
吉

分

配

（
維
新
前
領
主
、
七
十
二
）

永
藤
の
頃
か
ら
織
田
信
長
の
勢
力
と

み
に
加
わ
っ
て
、
今
川
義
元
を
桶
狭
間

に
討

っ
て
以
来
、
度
々
の
合
戦
で
連
戦

連
勝
し
て
元
亀
元
年
に
は
京
都
に
入
り

皇
居
を
造
営
し
、
そ
の
威
海
内
に
振

っ

た
。
然
る
に
比
叡
山
の
僧
徒
従
は
ず
、

同
二
年
九
月
信
長
は
叡
山
を
討

っ
た
。

此
の
時
比
叡
山
三
千
坊
と
称
せ
ら
れ
皇

城
鎮
護
を
誇

っ
た
多
数
の
寺
院
は
焼
き

払
わ
れ
た
。
こ
の
時
吉
祥
院
は
、
伝
教

大
師

（
最
澄
さ
ま
）
を
開
墓
第

一
世
と

仰
ぐ
関
係
も
あ
り
、
且
天
台
宗
に
属
し

て
、
叡
山
と
は
不
離
の
関
係
が
あ
る
所

か
ら
当
時
の
官
司
某
は
織
田
信
長
の
命

に
そ
む
き
比
叡
山
延
暦
寺
の
僧
徒
に
組

し
た
る
の
故
を
以

っ
て
、
信
長
の
激
憤

を
買
い
、
遂
に
其
の
社
領
を
没
収
せ
ら

れ
し
と
伝
え
ら
れ
る
。
後
慶
長
年
間
秀

吉
こ
れ
を
五
十
九
家
に
分
配
し
、
（
注
）

参
照
　
西
中
、
石
嶋
を
合
し
て
領
主
た

る
も
の
七
十
二
あ
り
。
そ
し
て
維
新
前

ま
で
三
百
余
年
相
続
し
た
も
の
で
、
維

新
当
時
に
は
吉
祥
院
の
総
石
高
は
三
千

二
百
九
十
五
石
四
斗

一
升
八
合
で
あ
っ

た
と
い
う
。

（
注
菫
豆
臣
秀
吉
が
お
土
居
を
き
ず
き

洛
中
洛
外
の
区
画
整
理
事
業
を
や
っ
た

時
お
寺
ば
か
り
集
め
て
寺
町
を
つ
く
っ

た
時
、
そ
の
用
地
の
地
主
に
見
返
り
と

し
て
吉
祥
院
の
社
領
が
分
配
さ
れ
た
と

い
わ
れ
る
。

吉
祥
院
隣
保

館
創
立

吉
祥
院
に
於
い
て
社
会
事
業
施
設
と

し
て
隣
保
館

（
保
育
園
）
の
必
要
な
る

は
、
か
ね
て
熱
望
致
し
居
り
候
折
柄
昨

年
の
風
水
害
記
念
と
し
て
、
府
市
当
局

の
多
大
な
る
御
尽
力
と
御
指
導
を
賜
り

且
つ
吉
祥
院
各
位
の
御
同
情
を
得
て
隣

保
館
の
計
画
を
た
て
、
天
満
宮
境
内
地

に
隣
接
し
市
の
児
童
公
園
に
も
接
続
せ

る
地
点
に
建
設
工
事
中
の
と
こ
ろ
、
昭

和
十
年
十
月
弦
に
竣
工
の
式
を
挙
行
す

る
に
至

っ
た
事
は
誠
に
御
同
慶
の
至
り

な
り
。

本
隣
保
館
開
始
の
上
は
保
育
園
と
し

て
或
は
方
面
事
務

（
今
の
民
生
関
係
）

並
に
吉
祥
院
社
会
事
業
の
源
泉
地
た
ら

む
事
を
希
う
。
と

保
育
園
の
目
的

保
育
園
は
幼
児
を

（
四
才
以
上
学
令

未
満
）
受
託
し
主
と
し
て
自
然
保
育
に
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依
り

心
身

の
健
全

な
る
発
達

を
は
か

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
十

一
日
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饉
磯
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一
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躊
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罐
一
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磁
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艤
鷲
「一一
）
■
継
一

ら
と
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。



依
り
心
身

の
健
全

な
る
発
達

を
は
か

り
、
か
つ
家
庭
の
労
働
能
率
を
増
進
せ

し
む
る
を
以

っ
て
目
的
と
す
。

（
当
時
の
資
料
か
ら
）

交

通

の
発

展

昭
和
初
期
の
交
通
の
便
と
言
え
ば
、

旧
西
国
街
道
の
久
世
橋
よ
り
七
条
大
宮

間
を
乗
合
自
動
車
が
、
唯

一
の
交
通
機

関
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
昭
和
十
二
年
に
市
電
が
、

西
大
路
九
条
ま
で
敷
設
さ
れ
、
同
十
三

年
に
国
鉄
西
大
路
駅
が
営
業
を
開
始
し

た
こ
と
に
よ
り
、
交
通
の
便
は

一
段
と

良
く
な
り
、
地
元
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
し
た
。

国
鉄
西
大
路
駅
の
沿
革

昭
和
九
年
五
月

地
元
に
お
い
て
、
駅
設
置
運
動
始

ま

る

。

昭
和
十
二
年

地
元
よ
り
土
地

一
、
〇
五
七
坪
及

び
建
設
費
十

一
万
円
を
出
資
着
工

す
。

昭
和
十
三
年
九
月
十
二
日

営
業
開
始

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
十

一
日

新
幹
線
工
事
に
伴
な
い
新
駅
舎
落

成
。

一
開
業
時

一　
現

職
員

数

一　
一
〓
一名
一

―

・

停
車
電
車

一

一
四
五
本

一

年

一
昭

昭

＼
/1

月  日

10・ 8 ・21

12・ 5 , 7

1  日

れiた

一
運 転 開 始 年 月 日 一一

区      間

七 条 大 官一 九 条 大 官

九 条 大 宮一
西大路九条

町
名

の
お

こ
り

（
西

ノ
茶
屋
町
）

今
で
こ
そ
西
国
街
道
は
一異
通
り
と
な

り
、
国
道

一
七

一
号
線
に
幹
線
道
路
と

し
て
の
使
命
を
ゆ
だ
ね
て
い
る
が
、
ひ

と
昔
前
ま
で
は
、
京
都
と
西
国
を
結
ぶ

メ
ー
ン

・
ル
ー
ト
と
し
て
の
役
割
り
を

果
た
し
た
大
切
な
道
路
で
あ
っ
た
。

西
国
か
ら
上

っ
て
来
た
旅
人
が
、
京

都
の
街
を
日
前
に
、　
コ
ニ
軒
茶
屋
で
ひ

と
休
み
し
て
京
に
入
ろ
う
」
と
街
道
の

休
憩
所
扱
い
に
さ
れ
た
の
が
、
現
在
の

西
ノ
茶
屋
町
で
あ
っ
た
。

勿
論
、
町
名
の
由
来
も
そ
の
茶
屋
か

ら
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

茶
屋
と
言

っ
て
も
、
祇
園
な
ど
花
街

の
茶
屋
で
は
な
く
、
手
甲
脚
は
ん
に
わ

ら
じ
ば
き
の
旅
人
が
、
わ
ら
じ
の
紐
を

締
め
な
お
し
、
弁
当
を
開
い
て
都
に
入

る
前
の
腹
ご
し
ら
え
を
す
る
茶
店
の
こ

と
で
あ
る
。

茶
店
は
、
街
道

の
西
側

に
三
軒
あ

り
、
人
々
は
こ
れ
を
、

「
西
ノ
茶
屋
」

「
上
ノ
茶
屋
」

「
下
ノ
茶
屋
」
と
名
づ

け
て
明
治
以
前
は
街
道
を
往
来
す
る
旅

人
の
湯
茶
の
接
待
で
大
い
に
繁
昌
を
し

た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
西
高
瀬
川
に
舟
運
が
開
か

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
旅
人
の
流
れ
が
か

わ
り
、
往
年

の
面
影

は
消

え
去

っ
た

が
、
吉
祥
院

の
西
に
位
置
す

る
処
か

ら
、
人
々
は
此
の
地
を
西
ノ
茶
屋
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

西 大 路 九 条

西之茶屋のお地蔵さん
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